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特  集
「在宅  介護」

Scene1

介護の現状
施設に入所するのではく、住み慣れた自宅で要介護者の生活をサポートすることを「在宅介護」といいます。

少子高齢化が進む現在、要介護認定者数や在宅介護サービスを利用する人が増加しています。

Scene2

介護申請とケアマネジャー
介護保険を利用するには申請が必要です。
また、介護サービスを利用するにはケアマネジャーと一緒にケアプランを作成する必要があります。

変
化
す
る
家
族
の
形

　

核
家
族
と
い
う
言
葉
は
ご
存
じ

で
す
か
？
「
夫
婦
と
そ
の
未
婚
の

子
」
「
夫
婦
の
み
」
の
家
族
の
こ

と
を
言
い
、
日
本
の
約
60
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

昔
は
大
家
族
が
多
く
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
家
族

み
ん
な
で
み
る
と
い
う
光
景
が
よ

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

核
家
族
化
が
進
み
、
お
年
寄
り
を

見
守
る
形
態
も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

制
度
開
始
か
ら
11
年

　

介
護
保
険
制
度
が
平
成
12
年
か

ら
開
始
し
、
今
年
で
11
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
高
齢
化
が

進
む
と
同
時
に
、
要
介
護
認
定
者

の
人
数
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

11
年
間
で
認
定
者
が

約
４
倍
に
増
加

　

平
成
23
年
５
月
末
時
点
、
町
の

65
歳
以
上
の
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
者
は
863
人
で
す
。
65
歳
以
上

の
約
10
人
に
１
人
が
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
制
度
開
始
時
の
認
定
数
は
233

人
。
こ
の
11
年
の
間
に
認
定
者
は

約
４
倍
に
な
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
も
年
々
増
加
し
て
き
て
い

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
と
さ
れ
る
理
由

　

介
護
を
受
け
る
側
、
介
護
を
す

る
家
族
。
そ
れ
ぞ
れ
が
精
神
的
、

肉
体
的
な
負
担
を
も
っ
て
い
ま
す
。

双
方
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
日
常

生
活
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
申
請
、
要
介
護
認
定
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

下
段
に
利
用
頻
度
の
多
い
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

社会全体で、介護が必要な人を支え合う
ことが、介護保険の本質となっている

主な在宅サービスケアマネジャーに聞く

千葉 道子さん
介護制度開始時から、ケア
マネジャーや相談員として、
多くの人を担当してきた。
みずほ苑在勤。

本人と家族の気持ちのずれを感じる
家族間のスキンシップが重要

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
っ
て
？

よ
く
耳
に
す
る
「
ケ
ア
マ
ネ
」
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
？

　

居
宅
介
護
支
援
専
門
員
、
通
称
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
呼
び
ま
す
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
心
身
の
状
態
や
日
中
の

生
活
、
家
族
・
居
住
環
境
な
ど
を
本
人
、

家
族
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
そ
の
人
に

合
わ
せ
た
計
画
を
立
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
す
。

利
用
者
と
事
業
者
の

仲
介
役
的
存
在

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
、
ど
の
よ
う
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
、
ど
の
く
ら
い
利
用
す

る
の
か
を
決
め
る
計
画
の
こ
と
で
す
。

　

計
画
に
基
づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
の
や
り
と
り
な
ど
を
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
い
わ
ば

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
事
業
者
と
の
仲
介

役
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

★
豆
知
識
★

　

文
字
で
書
く
と
き
は
「
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
」
、
声
を
出
し
て
読
む
と

き
は
「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

45

通所介護
（デイサービス）

食事・入浴などの介護を
日帰りで受けられます

施設等に通い、食事・入浴など

の介護サービスやリハビリテー

ション・レクリエーションを日

帰りで受けられます。

- どんなときに利用？ -

・ 本人が足腰が悪く、あまり外

出ができないとき

・ 本人があまり話す機会がなく

なってしまったとき

短期入所生活介護
（ショートステイ）

施設に短期間入所し、食事、
入浴の介護等を行います

短期間入所し、入浴・排泄・食

事の介護等の日常生活の世話や

機能訓練等のサービスを受ける

ことができます。

- どんなときに利用？ -

・ 介護する人が冠婚葬祭などで

外出したいとき

・ 介護する人が息抜きのために

旅行など、外泊したいとき

訪問介護
（ホームヘルプ）

自宅にヘルパーが伺い、身体
介護や生活援助を行います

【身体介護】食事、入浴、排泄の

お世話、通院の付き添いなど

【生活援助】掃除、洗濯、買い物、

食事の準備、調理など

- どんなときに利用？ -

・ 手足が不自由で、買い物や料理

をすることが難しいとき

・ 通院に付き添いが必要で、付

き添う家族がいないとき

申請する
健康増進課・介護保険係の
窓口で申請します。

【必要なもの】

●介護保険被保険者証

●健康保険証（40～64歳の人）

●かかりつけの病院名と主治医名

●申請書・別表（窓口に置いて

あります）

要介護認定
申請後、訪問調査や審査・判定が
行われ、要介護度が決定します。

●町の担当職員などが自宅を訪

問し、心身の状況などについて

本人、家族から聞き取り調査を

行います。

●主治医の意見書、訪問調査の

結果に基づき、審査・判定を保

健・福祉の専門家が行います。

結果の通知
申請から1か月以内に、認定結果
通知と介護保険証が届きます。

●要介護認定された人は、ケア

マネジャーに依頼し、利用する

サービスを話し合い、介護サー

ビス計画（ケアプラン）を作成

します。

●ケアプランに基づいてサービ

スを利用します。

●介護申請手順 介護の申請だけではなく、介護についての相談や悩みがありましたらお気軽に窓口
までお越しいただくか、ご連絡ください。 Z健康増進課介護保険係（H184-187）

　親と一緒に住んでいるのに、親のことをよく

知らず、どうにもならなくなり相談に来るケー

スがよくあります。家族の間で普段から話をし

て、スキンシップを図っていくことが非常に大

切だと思います。

　また、一人暮らしで子どもがいない人もおり、

住民のみなさんが、いざというときに対処でき

るように「介護」ということについて、一人ひ

とりが理解する必要があると思います。


